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新年を迎え，気持ちも新たに，大切な学校生活のまとめの時期に入ります。 

 2022 年，昨年を振り返ってみると，本号の記事にもあるように，皆さんのたく
さんの仲間が，様々なところで素晴らしい活躍を見せてくれました。また，3 年ぶ
りに修学旅行を実施するなど，コロナ禍における学校生活も，様々な対策と工夫で，
少しずつ日常を取り戻してきました。 
 一方，いまだ解決の糸口が見えない国際紛争や環境問題など，先の読めない不確
実な社会状況は続いています。皆さんがこんな時代を幸せに生きていく術を身につ

けることこそ，翔洋学園での高校生活の最大のミッションです。 
 2023 年の干支は，「癸卯（みずのとう）」。「癸」は，雨や露，霧など，静かで温かい大地を潤す恵みの
水を表しているそうです。「卯」は，穏やかなウサギの様子から，安全，温和の意味があるそうです。2023
年は，「癸」と「卯」で，これまでの努力が実を結び，勢いよく成⾧し飛躍する年になると言われます。
3 年生は卒業を節目に新たなステージへ。1，2 年生は自らの進路を見据えてさらなる自分育てを。2023
年が，皆さん一人一人の飛躍の年となることを祈っています。          校⾧  石田 進 
 

  
生徒生活体験発表大会は，定時制や通信制で学ぶ生徒が互いの経験を発

表し，今の学びに誇りを見出すための行事として開催されています。 

10 月 1 日（土），茨城県大会が開催され，本校を代表して出場した，渡

部ななほさん（会津）が「茨城県知事賞」を，酒主真由さん（いわき）が

「水戸市教育委員会教育⾧賞」を受賞し，渡部さんが全国大会へと駒を進

めました。 

11 月 20 日（日）には全国大会が六本木ヒルズで開催され，渡部さんが 

見事，上位入賞にあたる「読売新聞社賞」に輝きました。今回の経験を 

自身の更なる成⾧につなげていってほしいと思います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

  コロナ禍に「TRY クラブ」を友人と立ち上げ，様々な活動に 

 挑戦する中で，人と接することの楽しさや，地元の良さを再発見 

 することができました。そしてこのような舞台で発表することが 

でき，クラブの仲間や指導してくださった先生方，両親への感謝 

の気持ちが溢れ出してしまいました。進路先にもこの経験を活か 

していきたいと思います。本当にありがとうございます。 

            会津学習センター  渡部 ななほ 

 

 



  

11 月 22 日(火)から 11 月 25 日(金)にかけ

て，3 泊 4 日の修学旅行(広島・大阪・京都)を

挙行しました。新型コロナウイルスの影響を受

けて中止が続いていましたが，3 年ぶりに決行

することができ，47 名が参加しました。 

 今回飛行機に乗るのが初めてという生徒も

おり，離着陸の際には，感嘆の声が上がったり，

友達と手を握り合って無事を祈る微笑ましい

様子も見られました。 

1 日目の広島では，原爆ドーム・広島平和記

念資料館を見学しました。原爆ドームは社会科

の教科書写真を見るだけでは伝わりきらない，原爆の威力の壮絶さが感じられました。２日目は世界遺産

である宮島厳島神社や大阪城の見学，3 日目は USJ での自由行動，4 日目は京都清水寺を見学しました。 

移動中や宿泊先で，所属学習センター以外の生徒と交流する，互いに思い合う様子が見られるなど，今

回の旅の前後で一人ひとりの成⾧が見られました。今回の旅を通してできた，すべての経験を今後に生か

していってほしいです。 

 

 

 

 

修学旅行での私の印象に残ったことについて紹介します。 

まず，広島平和記念資料館に行ったことです。そこには原爆

で負った傷や倒れている人の写真などがあり，心が痛くなりま

した。当時実際に体験した人の話も聞くことができ，何の罪も

ない人の人生を一瞬で終わらすことはあってはならないと感じ

ました。また，今後このことを多くの人に広めていきたいで

す。 

次に友達と親睦を深められたことについてです。様々な体験

を通して，最終日には初日より仲が深まったように感じまし

た。普段よりも⾧い時間一緒に過ごすことによって，友達の見

たことのない一面が見れて嬉しかったです。 

初めての修学旅行はとてもいい思い出になりましたし，友達

4 人で来れて良かったと思っています。 

 

      いわき学習センター  眞野目 姫菜 

 



 

今年度で 8 年目を迎えた校内芸術展は，総作品数 312 点が出品され，各部門ごとに入賞者が決定しま

した。日頃から美しいものや芸術の世界に触れている生徒，何かを作り出すことに興味を持っている生

徒など，まだまだたくさんいると思います。次年度はさらに素晴らしい作品が多数寄せられることを楽

しみにしています。なお，美術・書道の部における最優秀・優秀作品は，12 月 8 日(火)から 11 日(日)

にかけて水戸市で催された茨城県高等学校定時制通信制芸術展に出品されました。以下，各部門の最優

秀賞受賞者を紹介します。 

※書道の部（硬筆），文芸の部（散文）は最優秀賞該当者なし 

 
      「フランスパン」        「夏の夢」         「夕日に染まる田園」 

 
     「海の仲間たち」       「Colorful flowers」         創作「闘志」 

部門 作品名 氏名（所属） 

美術の部 

絵画 フランスパン 軍司 崚汰（日立） 

CG 夏の夢 吉田 勇之進（いわき） 

写真 夕日に染まる田園 生井 宏卓（会津） 

切り絵 海の仲間たち 鈴木 葉琉（成美蘇我） 

造形 Colorful flowers 福元 瑠菜（日立） 

書道の部 毛筆 創作「闘志」 菅原 ねねか（山形） 

文芸の部 

俳句 夏の夜に 音で誘う 大輪華 小島 緋夏（会津） 

短歌 
文月の 雨にうたれて 花散らし 

悲壮漂う 紫陽花の萼(がく) 
髙橋 琴音（成美かずさ） 

川柳 
推しのため 粉骨砕身 重労働 天摩 みゆ（成美伊勢崎） 

カエル鳴く 消費税で 親が泣く 中嶋 向希（成美伊勢崎） 



 

10 月 16 日（日）に茨城県水戸南高等学校において，秋季定時制通信制体育大会が行われました。夏の

大会に引き続き出場した生徒や初めて大会に臨む生徒が，日々の練習の成果を発揮し熱戦を繰り広げま

した。今大会を通して生徒たちは大きな成⾧を遂げ，次の目標に向けて今後も走り続けていきます。 

 

 

 
 

競技 出場者氏名（所属） 結果 

ソフトテニス 
佐林 拓真（日立） 

石川 祐有（日立） 
男子個人 優勝 

剣道 
寺崎 永悟（古河） 男子個人 優勝 

村田 琢朗（日立） 男子個人 第 4 位 

卓球 

松崎 惺吾（日立） 男子個人 2 回戦惜敗 

齋藤 大雅（下館） 男子個人 2 回戦惜敗 

望月 咲樹（日立） 女子個人 準優勝 

上村 萌果（日立） 女子個人 第３位 

鎌田 愛蘭（日立） 女子個人 ２回戦惜敗 

バドミントン 宮原 司（土浦） 男子個人 2 回戦惜敗 


